






































































































































































































































































林 間 学 校   1   0   0
林 間 聚 落   9  22  31
林間半聚落  37  52  82
臨 海 聚 落  71 102  74
臨海半聚落  18  22  18







林 間 学 校
尋常及び高等小学校  1  0  0
中等学校  0  0  0
女子中等学校  0  0  0
林 間 聚 落
尋常及び高等小学校  6 21 28
中等学校  3  1  1
女子中等学校  0  0  2
林間半聚落
尋常及び高等小学校 37 52 82
中等学校  0  0  0
女子中等学校  0  0  0
臨 海 聚 落
尋常及び高等小学校 30 47 43
中等学校 36 51 29
女子中等学校  5  4  2
臨海半聚落
尋常及び高等小学校 16 22 16
中等学校  2  0  2







ら 1923年までの 3種の実施箇所数について，箇所数の多い道府県を表にすると表 6のようになる。
表 5及び表 6からは，国内においては，兵庫，大阪，京都など，近畿地方を中心に，西日本で実
表 4，全国における「林間学校」の実施箇所数
年 林間聚落 臨海聚落 その他 合計
1918 47 87 42 176
1919 74 124 13 211
1920 113 92 16 221
1921 161 159 169 489
1922 286 296 299 881






大 阪 府 林間聚落が最も多い
愛 媛 県 林間半聚落が比較的多い
熊 本 県 林間聚落，半林間聚落が多い
臨　海
京 都 府 臨海聚落と臨海半聚落を盛んに実施。内容も見るべきものが多い
山 形 県 臨海聚落を盛んに実施している
愛 知 県 総数はあまり多くない。海を利用したものが特徴。
静 岡 県 同上
三 重 県 臨海聚落を多数実施している
鳥 取 県 臨海聚落が盛んに実施されている
香 川 県 臨海聚落が盛ん
総　合
新 潟 県 夏期聚落を多数実践している，ただし女子向けのものが皆無である
兵 庫 県 各種の聚落を実施している。「数の多きこと全国第一にして特筆に値す」
徳 島 県 各種の聚落が多い
その他

























順位 林間聚落 海濱聚落 その他
1 大　阪（83） 広　島（94） 静　岡（66）
2 兵　庫（69） 静　岡（72） 兵　庫（62）
3 岡　山（67） 富　山（64） 広　島（49）
4 広　島（59） 大　阪（63） 岐　阜（48）
5 東　京（45） 長　崎（55） 大　阪（47）
6 佐　賀（41） 京　都（53） 福　岡（47）
7 京　都（34） 愛　知（52） 岡　山（35）
8 滋　賀（34） 岡　山（50） 福　井（33）
9 北海道（32） 兵　庫（45） 京　都（31）










































号 名称 主催者 指導者 実施年月 期間 実施場所 形態 参加資格 人数 主な目的 主な活動 備考
1 仙台市林間教養所 仙台市片平小学校 不明 1917年 8月 4週間 仙台市外の高原 半聚落 虚弱児童 55名 健康増進 体操，遊戯，学科の復習，温浴 ―












3 調布多摩川夏期林間学校 東京府麹町区 不明 1920年 8月 3週間 調布町玉翠園 半聚落 虚弱児童 36名 健康増進 冷水摩擦，健康診断，体操，遊戯，学習 ―
4 瀧の川夏期林間学校
東京市林町尋常小










6 暑中緑陰学校 三重県阿山郡鞆田村教育会 教員 4名 1920年 8月 3週間 鞆田神社 半聚落
精神薄弱，身
体虚弱 50名 精神衛生，健康増進 体操，学科の復習（算数，国語） ―
7 下鴨林間学校 京都市教育会婦人部
教員 16名，校医 2名，看






8 汎愛夏期学園 大阪府汎愛尋常小学校 不明 1909年 8月 2週間 淡輪村黒崎ノ浜 全聚落 不明 37名 健康増進 不明 1909年より実施





員 4名，校医 1名 1920年 8月 4週間 栗林公園 半聚落 虚弱児童 157名 健康増進 運動，学習
体格薄弱，腺病質，呼吸器もしくは胸囲の異常，慢性胃腸
病，栄養不良，病後衰弱のものが参加。1912年より実施
11 林間教育所 丸亀市 校長 3名，教員 13名，学務委員 4名，校医 4名 1920年 8月 2週間 亀山公園 半聚落 虚弱児童 100名 健康増進
体操，学科の復習，自由遊戯，お伽会，唱
歌，身体検査 ―



















　　～ 8月 3週間 千葉県浜金谷町 全聚落 規定なし 36名 健康増進 海水浴，裸体体操，相撲，学科の復習
主に健康な児童が参加。「灼熱せる砂中と赫々たる太陽の直
射とにより身体を鍛練」した。
15 高原林間学校 東京女高師附属小学校 教員 7名，医師 3名 1921年 7月 10日間 長野県軽井沢町 全聚落



































尋常小学校 教師 8名，医師 1名
1920年 8月 10日間
卯辰山










第三団 1920年 8月 4週間 馬場尋常小学校 半聚落
不 明（ 第 6 学
年） 190名












師 2名，看護婦 3名ほか 1920年 8月 3週間
京都府府中村阿蘇尋常















1911年は第 1回（人数は不明）。第 2回は約 140名が参加。
第 3回目以降から健康増進が目的に加えられ，内容も体育
関連の活動が増える。
23 徳島県里浦林間学校 第二里浦小学校 不明 1917年 8月 3週間 広戸海岸 半聚落
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及び中学校生徒の参加を 50名まで認めるとしていた。費用については，尋常小学校児童が 6円 80











8月 4日 呉軍港着（午前 8時），軍艦見学，将校講話→呉出航（正午）→厳島着（午後 2時），遊覧→厳島出航（午後 8時）→瀬戸内を遊覧 船中
8月 5日 別府着（午前 6時）→宇佐八幡宮参拝・講話，宇佐八幡・温泉地獄巡り，陸上にて宿泊 陸上
8月 6日 湯元見学，海水浴→別府出航（午後 6時） 船中
8月 7日 多度津着（午前 7時）→琴平遊覧（金毘羅神社）→多度津出航（午前 11時）→小豆島着（午後 2時）→寒霞渓遊覧→海水浴→小豆島出航（午後 8時） 船中
8月 8日
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